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第 18回農薬製剤 ・ 施用 法シ ン ポジ ウム

時

所

催

賛

日

場

主

協

平成 10年 12 月 1日一2 日

奈良県新公会堂

日本農薬学会 ：農薬製剤 ・施用法研究会

農業機械学会，日本農作業学会

　今回の シ ン ポ ジ ウ ム は古 都奈良東大寺に 隣接す る奈良県

新公会堂 （能楽堂）で 開催 され た．参加者は 270 名と例年

を大き く上回 り過去最高となっ た．その 中で 海外か らの 参

加者は 19名 （韓国 （9），米国（4），シ ン ガ ポール （3＞， オ
ー

ス トラ リア （3），英国 （1），ドイツ （1），中国 （D）で あ

り， 昨年 を 2 名．．ヒ回 っ た．

　従来の シ ン ポジ ウム は特別講演 ， 枝術研究発表，フ ォ
ー

ラム か らな っ て い た が
， 今 回初 め て ポ ス ター

セ ッ シ ョ ン を

加え， 合計4 部構成 で 運営され た．

　特別講演と して は，まず 「奈良県に お け る植 物防疫」と

の 演題 で 奈良県農業試験場 の 瀬崎滋雄氏 に奈良県に お け る

植物防疫の 歴史と現状 に つ い て 紹介頂い た．次 い で 日本 モ

ン サ ン ト山根精
一

郎氏 に は 「バ イオ 作物 の 現状 と将 米性」

との 演題 で，現在注目を集め て い る遺伝子組替え作物 （農

薬耐性作物や有用成分量改変作物等）に つ い て の 講演 を頂

い た．最 後 に Witco　 Corporationの 」．　Coret 氏 に 「The

Rational　Substitution　of　Alkylphenol　Ethoxylates　ih

Emulsifier　Blends」との 題 目で ア ル キル フ ェ ノ
ー

ル エ トキシ

レ
ートの 代替え界面活性剤 の 検討 を中心 に，農薬製剤にお

け る 界面活性剤全般 に つ い て の 紹 介が あ っ た．

　フ ォ
ー

ラム で は，昨年 の 韓国の 農薬 の 紹介 に続 くもの と

して ， 中国に お ける農薬製剤
・施用 法の 現 状 の 紹 介 が あ り ，

さ らに 以下 に 示すような 4件 の 国際学会参加報告が 行われ

た ．

「中国に おける農薬製剤 ・施用法 の 現状」

　　　　　　　　　　　　　　　周　本新 （中国化工部）

「ASTM シ ン ポ ジ ウ ム 〔1998）」

　　　　　　　　　　　　　　井上雅夫 （住友化学 工 業）

「FAO ／CIPAC 　Meeting （1998）」

　　　　　　　　　　　　　　中島彩 了 （日産化学工業）

「英国化学会　製剤 シ ン ポ ジ ウ ム （1998）」

　　　　　　　　　　　　橋谷公昭 ， 中原武良 （ゼ ネカ）

「第 9 回国際農薬化学会議」　　　　 中原武良 （ゼ ネカ）

　技術研究発表 （口 頭発表）の 部で は作用機構， 副資材 ，

新施用法 ， 新製剤 ， 製造 に 関す る 13件 の 発表が，また，ボ

ス タ
ー

セ ッ シ ョ ン の 部で は 製剤機械関連 テ
ー

マ を中心 に

技術 研 究発 表
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T13，

重炭酸 塩 類 の 製 剤化 に よ る生 理 活性 の 原理 　本間 保男 〔玉 川大農〉

無機銅製剤の 銅イオ ン コ ン トロ
ー

ル に よる植物病害制御　河合守雄，大河 原季之 （日本 カーリ ッ ト（株｝），本間保男 （玉川

大農）

カ チオ ン 系界面 活性剤の 作用 性 とア ジ ュ バ ン ト活性　日竃裕
一．・，林　正 治，鈴木忠幸 （花王 （株））

Improved　Water 　Dispersible　Granule　Formulations 　Using　Novet　Dispersant　Types　and 　Alternative　Eva］uation 　Methods

−
　A ．F．　Kirby，　R ．　W ．　Parr　and 　P．　R．　Tudor （Orica　Surfactants　Technical　Centre）

ジ ェ ロ ポ ン SIL／72（GEROPON 　SIL，／72）一．液体または低 融 点 原体の 製剤化 へ の 応用
一
　島田 昌和 （ロ

ー
デ ィ ア 日華（株））

安全性 に 配慮 され た 界面 活性 剤　森　宣彰，近 藤 勝義，伊 藤愼
一

（竹 本油脂 （株｝）

Acetylene・Based　Po且ymers　in　Agricultural　Formulations　and 　Applications　K ．　S．　Narayanan （L　S．　P．）

細粒 の 品質管理 の ため の 連続 造 粒操 作 とその 評 価　寺 下 敬 次郎，宮南　啓 （大 阪府大工 ）

サ ブ ミクロ ン 迄の 粒子設計を可能 に す る T ，K ，　 FILM 且CS一構造 と優 れ た性能に つ い て （1）一　麻　　彪 〔特殊機化工 業

（株））

2成分混合溶媒か ら酸化チタ ン へ の ポ リビ ニ ル ピ ロ リ ドン の 吸着 とその 分散安定性へ の 影響　佐藤 篤志 （目本 バ イ エ ル ア

グロ ケ ム 〔株））．佐藤達雄 （日 本モ ン サ ン ト〔：株））

貼 る農薬 製 剤 （Pesticide　Patch） の 開発 　東條 角治，吉 田　厚，川添 隆
一，中村昭 範 （九州 工 大）

ドラ イエ ア ゾー
ル 製剤 （ミラ ク ン   S）の 物性 と効力　千保　聡，菅野雅代 （住友化学工 業（株））， 白石 基 三 ， 安部 八洲 男（住

化 ラ イフ テ ッ ク（株 ））

「野菜用ハン ドス プ レ
ー

」の 開発　友井隆司，重松太
・』

郎 （フ マ キラー
（株））

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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の 解説
一

企 く新しい 混合 原理 に 基 づ い た 新静止型 混合器
一・・

新美富男 （環 境科学工 業 （株〉）

粉体 の 圧 縮成形技術　楠　　尚 （（株）菊水製作所）
湿 式粉砕 機 LMZ に よる微細化 　奈良井利男，小 貫次郎，竹内信治 （ア シ ザ ワ （株））

農薬粉砕用新型 ジ ェ ッ トミル 粉 砕機 SSTJ ミル ー飛 び 粉 を解 消 した高速 動 体衝 突式旋 回気 流型 粉砕機
一　三 島重 信 （（株）

セ イシ ン 企 業）

フ ロ ア ブ ル 農薬製剤に お け る湿 式粉 砕 の 効率化 ．一粗 粉 砕 機設置 に よる媒体攪拌 ミル の 粉砕時間短縮お よび 閉塞防止　一

山口雅嗣 （日鉄 鉱業 （株D
流 動 層 ・転動 流動 層の 計測 シ ス テ ム 　夏 山　晋，坂 本　浩，松浦八 司，長谷 川 浩二 （（株）パ ウ レ ッ ク）

ダイノ ミル ECM につ い て　新丸和也 （（株）シ ン マ ル エ ン タープ ラ イセ ス ）
小 粒径 ・

大量生産型 造粒機　横押出連続造粒機 グ ラ ニ ュ マ ス タ
ー
　近藤直樹 （（株）大川 原製 作所）

サ ブ ミク ロ ン 迄 の 粒 子 設 計を 可能にす る T ．K．　 FILMICS 構造 と優れ た性能に つ い て （2）一 麻 　彪 （特殊機化工 業

（株））

押 出 し造粒 機 を用 い た押 出圧 力 と顆 粒硬度の 関係　小泉
一

郎，長崎龍生，津張正 光，大迫義文 （不ニ パ ウ ダル （株）〉，福森

義信 （神戸学院大薬）

高速気 流中衝撃法の 固体製剤 へ の 応用例　小 野 憲次 （（株 ）奈 良機械 製 作所 ）
ハ ウ ス 内防 除にお け る静電式常温煙 霧機の 有効性

一
新 しい 移動型静電式常温煙霧機 の 開発

一
　浜口 隆文，林　明子，宮川

敏和，園 田 正 則，生江 洋
一・

（全農），八 木下 徹哉，中村駿 介 （（株 ）共 立）

農薬 の 葉 面 クチ ク ラ透 過 に 於 け るオ イ ル 乳剤の 効果 とその 解析　渡部忠
一

（ア グ ロ カネシ ョ ウ （株））， 山 口 　勇 （理 化学研

究所）

Improving　the　Hydrolytic　Stability　ofTrjsiloxane 　Based　Adjuvants　 G ．　A ．　Policello　and 亅，　S．　Sun （Witco　Corporation）
農薬 の 茎 吸収 速度 の 測 定　中村昭 範，江 　　清，東條角治 （九州工 大）

Application　 of 　Rheological　 Measurements　for　 Probing　the　Sedimentation　 of 　F且owables 　M ．　 Faers　 and 　 G ．　 Kneebone
（AgrEvo）
水 田 中 へ の 農 薬 溶 出 に お よぽ す 製剤 （粒 剤）の 影響 　鎌 田 泰 裕，印南春紀，鵜澤和代 （ア グレ ポ ジ ャ パ ン （株））

Tri−styrylphenol 　 Ethoxylates　 and 　Derivatives　 in　 Crop　Protection　 Formulations　G 　 R．　 Meyer，　D ．　 Miller　 and 　R ．　 Zerrer

（Clariant），　S．　Terao （Clariant　Japan）
Caster　Oil　Ethoxylates　 in　 Crop　 Protection　 EC 　 Formulations − New 　 Opportunities　 for　 an　 Old　 Non −APE 　 Emulsifier
Component− 　G、　R 　Meyer，　D ．　MiUer　and 　R ．　Zerrer（Clariant），　 S．　Terao ｛Clariant　Japan｝

19件の 発表が有り，活発な討論が 行 われ た （発表題 目は下

記 の 通 り）．

　今 回は
， 海外 か らの 発表が 6件 を数え ， 年 々 シ ン ポ ジ ウ

ム の国際化が 進 ん で い る こ とが わ か る，また，全体 として，

よ り安全 で よ り簡便 に 扱え る農薬製剤 お よび施用法 の 開発

が 社会的要請 として あるが ， これ に何とか答えて い こ うと

する開発研究者の 熱気が伺え る報告 と議論が行わ れ た．

　今回は 観光地奈良で の 開催 で あり、行楽 シ
ーズ ン を避け

て t2月の 開催とな っ た が、幸い に もまだ もみ じの 紅葉も見

られ、出席者 の 日を楽 しませ た。また、発表が 能舞台 で あ っ

た の で、発表者は貴重 な経験が で きた と好評で あっ た。

　本研究会を盛会裡 に 終え る こ とが で きました の は ，
ご 多

忙 中に も拘 らず ， 特別講演 をお引受け頂 きました諸先生方

を始め，フ ォ
ーラ ム ，技術研究発表をして 頂 い た 多くの 方 々

の お 陰と幹事
一

同深 く感謝 して お ります．また，本シ ン ポ

ジ ウ ム の 開催に あ た り，奈良市の コ ン ベ ン シ ョ ン ビ ュ
ー

ロ
ー

の 方 々 に は 多くの こ とで非常に お 世話に な りました．

心 か ら感謝い た します．さ らに シ ン ポ ジ ウ ム の 運営，その

他 で ご 協力頂 きました 多くの 方 々 に もこ の 場をお 借 りして

厚 く御礼申し上げます．

　 なお，次回は茨城県 ひ た ちなか 市 で 平成 II年 10月 28

〜29 日 に開催され る こ とに なっ て い ます．多数の 方々 の 参

加 をお待ちしてお ります．

　　　　　　　　　　 （（株）ア グ ロ ス 研究部　辻　孝 三 ）
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